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芳賀きんさん（菖蒲）
大正７年３月 19 日生まれ

小松鉄平さん（鮎貝）
大正７年８月 30 日生まれ

岩崎つるのさん（鮎貝）
大正７年 11 月 13 日生まれ

舩山ちよさん（荒砥甲）
大正７年 10 月 15 日生まれ

佐藤吉榮さん（荒砥甲）
大正７年８月 27 日生まれ

原田トヨさん（萩野）
大正７年 12 月 13 日生まれ

古名コウさん（中山）
大正７年２月 15 日生まれ

加藤　實さん（十王）
大正７年５月４日生まれ

佐藤みよさん（荒砥乙）
大正７年 12 月３日生まれ

村上きよさん（浅立）
大正７年７月１日生まれ

梅津みつさん（浅立）
大正７年３月 10 日生まれ

歩
み
続
け
て
一
世
紀 

―

 
百
年
目
の

寿

　

数
え
年
で
今
年
〝
１
０
０
歳
〟
を
迎

え
ら
れ
る
11
人
の
皆
さ
ん
に
、
町
か
ら

賀
詞
と
御
祝
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
素
敵
な
笑
顔
で
、
明
る

く
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
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林
所
有
者
及
び
林
業
事
業
者

　
　
　

の
間
伐
技
術
の
向
上
と
林
業

経
営
の
意
欲
を
高
め
る
た
め
、
模
範

と
な
る
間
伐
や
集
約
化
・
低
コ
ス
ト

作
業
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
収
益
性
の
高

い
間
伐
を
顕
彰
し
て
広
く
波
及
す
る

こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
山

形
県
間
伐
コ
ン
ク
ー
ル
。
そ
の
平
成

28
年
度
の
表
彰
式
が
１
月
26
日
に
山

形
市
で
開
催
さ
れ
、
町
内
の
山
で
間

伐
を
行
っ
て
い
る
小
林
幸
一
さ
ん

（
荒
砥
乙
）
が
、
間
伐
技
術
部
門
に

お
い
て
山
形
県
森
林
協
会
長
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　 26 に の 。

、１ 方 り４ の

※ ま 。

　 の て、 に る や

が りま 。

　 のは、 の の

さん 。 の が 26
の は 100 方 が、 28 は

6.5 の 650 方 ま ま 。 れに

い、 の の 、

Close Up
クローズアップ

ていま 。

　 さんは の に いて、

、 り に てい い。 の 、

に の 者 や てい い

ていま 。 の は に る

り、 な が りに る

活 てい い ま 。

　 者の さん、 の れいに、

に る に、 の れ ません

。

　

一
昨
年
の
３
月
に
定
年
を
迎
え
、

そ
こ
か
ら
本
格
的
に
山
の
手
入
れ
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
小
林
さ
ん
。
林
内

作
業
車
を
所
有
し
な
い
小
林
さ
ん

は
、
家
に
あ
っ
た
農
業
用
ト
ラ
ク
タ

で
集
材
す
る
と
い
う
工
夫
を
し
て
お

り
、
効
率
性
の
高
い
そ
の
独
自
の
方

法
が
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。

　

な
お
、
表
彰
は
間
伐
技
術
部
門
と

集
約
化
間
伐
部
門
の
２
部
門
あ
り
、

計
６
件
の
受
賞
者
の
内
、
森
林
所
有

者
個
人
で
受
賞
し
た
の
は
小
林
さ
ん

の
み
で
し
た
。

農業用トラクタで山仕事
県間伐コンクールで森林協会長賞受賞

森での であ で さ

　第一は、山がきれいになる

こと。間伐等で山の手入れは

しなければなりませんが、間

伐で出る木の質は低く、製材

としては使えません。しかし、

切り捨て間伐であれば切った

木は山に放置されているとこ

ろですが、木の駅が受け皿と

なり、モリ券がもらえます。

本当の意味で「山がきれい」

になり、少なくても収入があ

小林 幸一さん (荒砥乙）

るから励みになっています。

　今回の自分の間伐の取組み

が町内に波及し、よりよい森

林づくりにつながればうれし

いです。今後、白鷹町の山を

元気にする仲

間が増えるこ

とを望んで

います。

山がきれいになるのが一番

みんなで山を元気にしたい

元気にする仲

間が増えるこ

とを望んで

います。

Interview

※ の りに 者に支 れる

の ま か。

しらたか の の

の の 。 年度で４年
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の

町
芸
術
文
化
の
発
展
を
目
指
し
て
―
―

白
鷹
町
芸
術
文
化
協
会
「
新
春
の
つ
ど
い
」

　

白
鷹
高
等
専
修
学
校
初
の
校

歌
が
完
成
し
、
１
月
14
日
に
町

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ
ー
む

で
披
露
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

歌
詞
は
、
校
歌
選
定
委
員
会

（
橋
本
淳
一
委
員
長
・
あ
ゆ
ー

む
館
長
）
に
よ
る
公
募
・
選
定

の
結
果
、
同
校
の
元
校
長
で
あ

る
向
田
宏
男
さ
ん
（
広
野
）
の

書
い
た
作
品
が
採
用
さ
れ
、
作

曲
家
の
服
部
公
一
さ
ん
が
作
曲

を
手
掛
け
ま
し
た
。

　

発
表
会
に
は
、
町
の
教
育
関

  

新
た
な
歴
史
の
ス
タ
ー
ト

  
白
鷹
高
等
専
修
学
校
の
校
歌
が
完
成

写
真
左
か
ら
奥
山
さ
ん
、
橋
本
さ
ん
、
殿
岡

さ
ん
、
後
藤
さ
ん

　

１
月
15
日
、
パ
レ
ス
松
風
を

会
場
に
白
鷹
町
芸
術
文
化
協
会

（
伊
藤
久
志
会
長
）
の
新
春
の

つ
ど
い
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
会
員
な
ど
約

１
１
０
人
が
出
席
。
平
成
28
年

度
の
事
業
経
過
報
告
後
に
、
芸

術
文
化
の
振
興
に
功
績
の
あ
っ

た
４
人
に
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
受
賞
者
を
代
表
し
、
奥
山

正
雄
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
の
歴
史

を
振
り
返
り
な
が
ら
「
こ
れ
か

ら
も
町
の
芸
術
文
化
の
発
展
に

寄
与
し
て
い
き
た
い
」
と
謝

辞
。
続
い
て
伊
藤
会
長
が
「
こ

れ
ま
で
の
歴
史
を
引
き
継
ぎ
つ

つ
、
さ
ら
に
す
ば
ら
し
い
芸
術

文
化
の
発
展
に
努
め
る
」
と
あ

白鷹町 者

　

　 白鷹民

　

　

　 （ ）

係
者
や
同
校
の
生
徒
た
ち
合
わ

せ
て
約
２
０
０
人
が
出
席
。
服

部
さ
ん
は
「
満
足
い
く
曲
に
仕

上
が
っ
た
」
と
笑
顔
を
見
せ
、

向
田
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
先
も

大
切
に
歌
い
継
い
で
い
っ
て
ほ

し
い
」と
期
待
を
込
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
服
部
さ
ん
に
よ
る

公
開
レ
ッ
ス
ン
形
式
で
、
白
鷹

女
声
コ
ー
ラ
ス
さ
く
ら
と
女
声

合
唱
団
コ
ー
ル
・
モ
ア
が
校
歌

を
披
露
。
そ
し
て
最
後
は
生
徒

た
ち
も
参
加
し
、
総
勢
約
60
人

で
力
強
く
歌
い
上
げ
ま
し
た
。

い
さ
つ
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
参
加
者
同
士
の
交
流

会
が
行
わ
れ
、
互
い
の
今

後
の
活
動
や
新
年
の
抱
負

な
ど
を
笑
顔
で
語
ら
い
ま

し
た
。

①
服
部
さ
ん
の
指
揮
の
も
と
校
歌

が
歌
い
上
げ
ら
れ
、
白
鷹
高
等
専

修
学
校
の
新
た
な
歴
史
が
ス
タ
ー

ト
し
た　

②
校
歌
を
作
詞
し
た
向

田
さ
ん　

③
同
じ
く
作
曲
を
担
当

し
た
服
部
さ
ん　

白
鷹
高
等
専
修
学
校 

校
歌

作
詞　

向
田
宏
男

作
曲　

服
部
公
一

こ
こ
に
集
い　

共
に
学
び

夢
に
向
か
っ
て　

歩
き
続
け
る

古
典
桜
の
香
（
か
ぐ
わ
）
し
き
ご
と

磨
け
よ　

技
術
を
双
腕
に

求
め
よ　

高
次
の
品
性
を

白
鷹　

白
鷹
高
等
専
修
学
校

明
日
に
向
か
い　

共
に
悩
み

語
り
合
う　

青
春
の
日
々

白
鷹
山
の
峰
高
き
ご
と

磨
け
よ　

技
術
を
双
腕
に

求
め
よ　

高
次
の
品
性
を

白
鷹　

白
鷹
高
等
専
修
学
校

夢
に
向
か
い　

共
に
励
ま
し

通
い
続
け
る　

我
が
学
び
舎
よ

最
上
川
の
水
清
き
ご
と

磨
け
よ　

技
術
を
双
腕
に

求
め
よ　

高
次
の
品
性
を

白
鷹　

白
鷹
高
等
専
修
学
校　

❶

❷❸
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写
真
左
か
ら
奥
山
さ
ん
、
橋
本
さ
ん
、
殿
岡

さ
ん
、
後
藤
さ
ん

地
域
振
興
へ
の
寄
附
に
対
し

町
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈

　

１
月
19
日
、
寄
附
感
謝
状
贈
呈
式
が
町
長
室
で

行
わ
れ
、
李
貞
淑
さ
ん
（
荒
砥
乙
）
に
町
か
ら
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

李
さ
ん
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
温
か
い
理
解
を

い
た
だ
き
、
町
の
振
興
及
び
充
実
発
展
の
た
め
に

と
、
町
に
対
し
て
多
額
（
現
金
１
０
０
万
円
）
の

寄
附
を
い
た
だ
き
、
こ
の
度
の
感
謝
状
贈
呈
に
至

り
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

県
公
認
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

動
物
愛
護
推
進
員
に
大
木
美
和
さ
ん

　

こ
の
た
び
、
中
山
在
住
の
大

木
美
和
さ
ん
が
、
県
か
ら
動
物

愛
護
推
進
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
県
公
認
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
、任
期
は
２
年
で
す
。

　

な
お
、
主
な
任
務
内
容
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

な

方
法

に る さん

な

　

大
木
さ
ん
に
は
、
動
物
に
関

す
る
知
識
や
経
験
を
生
か
し
た

活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

白
鷹
学
講
座
パ
ー
ト
５

「
比
良
松
道
一
氏   

講
演
会
」
を
開
催

　

平
成
28
年
度
の
第
５
回
目
の

白
鷹
学
講
座
は
１
月
20
日
、
町

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
九
州
大
学
准
教

授
の
比
良
松
道
一
氏
が
「
今 

な
ぜ 

自
炊
力
な
の
か
～
白
鷹

町
の
食
の
伝
承
力
調
査
か
ら

～
」
と
題
し
て
講
演
。
白
鷹
町

と
長
井
市
に
お
い
て
、
10
代
か

ら
70
代
以
上
の
方
ま
で
を
対
象

に
郷
土
食
の
伝
承
力
を
調
査
し

た
比
良
松
さ
ん
は
、「
若
い
人

ほ
ど
郷
土
食
に
対
す
る
関
心
が

低
く
、
伝
承
力
が
消
失
し
て
き

て
い
る
」
と
説
明
。
し
か
し
、

そ
の
中
に
お
い
て
〝
芋
煮
〞
の

作
り
方
は
ど
の
世
代
に
も
伝

わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ

か
り
、「
伝
承
力
の
ヒ
ン
ト
は

芋
煮
に
あ
り
」
と
提
言
し
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
比
良
松
さ
ん
は
、
自

身
が
大
学
で
開
講
し
て
い
る

「
自
炊
塾
」
の
概
要
や
取
り
組

み
を
紹
介
。「
行
動
変
容
の
な

い
食
育
は
意
味
が
な
い
。
自
炊

を
通
じ
て
、
い
か
に
″
経
験
が

必
要
か
〞
と
い
う
こ
と
に
気
づ

け
る
か
が
大
事
」
と
話
し
、
最

後
に
「
あ
な
た
に
は
ど
ん
な
食

べ
も
の
の
思
い
出
が
あ
り
ま
す

か
」
と
参
加
者
に
問
い
か
け
ま

し
た
。

　

次
回
の
白
鷹
学
講
座
（
パ
ー

ト
６
）
は
、
食
育
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画
「
い
た
だ
き
ま

す 
み
そ
を
つ
く
る 

こ
ど
も
た

ち
」上
映
会
を
開
催
予
定
で
す
。

（
25
頁
に
詳
細
記
事
）

　 る場合や、 の

に やる場合は、

ての て て

い いま 。　　　　　　

の に 、

の な さん

【
問
い
合
わ
せ
】　

置
賜
保
健
所
生
活
衛
生
課

☎
０
２
３
８

－

22

－

３
７
５
０

大
木
美
和

☎
０
９
０

－

３
９
８
４

－

２
２
７
３

さ
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白鷹町新春賀詞交歓会
2017年の飛躍を誓い合って――

　新春を寿（ことほ）ぎ、町政の一層の伸展を祈念
することを目的とした新春賀詞交歓会が１月４日、
JA 山形おきたま白鷹支店を会場に開催されました。
　この賀詞交歓会の開催は、昨年に引き続き２回目。
今年も産業振興戦略会議を構成している白鷹町、町
商工会、JA 山形おきたま、県酪農業協同組合、（一
財）白鷹町アルカディア財団、町観光協会が中心と
なり準備を進めてきました。当日は、佐藤町長をは
じめ、町内外の各界から約 160 人が出席。新春の
あいさつを交わしながら、今年の干支である酉の如
く、大きく飛躍することを誓い合いました。

文化財防火デー
地域の宝を守る意識を高める
　１月 26 日の「文化財防火デー」に合わせ、県の
有形文化財に指定されている鮎貝八幡宮で防火祈願
祭及び放水訓練、国の有形文化財に指定されている
深山観音堂では 29 日に防火訓練が行われました。
　深山観音堂の防火訓練には、深山観音堂自衛消防
隊、深山区消防団、消防白鷹分署などの約 30 人が
参加。雪で足場が悪い状況の中、119 番への通報
から放水まで手際良く行われました。毎年実施され
ている訓練ですが、参加者は “もしも” の際の一連
の流れを再確認しつつ、改めて自分たちの手で地域
の宝を守っていくことへの意識を高めました。

　１月 11 日～ 29 日の期間、町文化交流センター
あゆーむにおいて、白鷹町現役アーティスト展が開
催されました。
　これは、白鷹町現役アーティスト展実行委員会（別
府忠雄会長）の主催によるもので、今回が初開催。
町内在住及び故郷を離れて活動している作家計 22
人の絵画や工芸、彫刻がずらりと展示されました。
　また、22 日には出展者が一堂に会したレセプショ
ンが開かれ、別府さんが「同会を開催することが長
年の夢だったので、実現できてうれしい」と喜びの
あいさつを述べました。その後、出展者一人ひとり
が自身の経歴や芸術に対する思いなどを言葉にし、
芸術談義に花を咲かせながら友好を深めました。

白鷹町現役アーティスト展
町が誇る芸術家と作品が一堂に会する

白
鷹
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

の

の が され

　

の る さん

、 い

に る の さん

の る

方 が に 、 のさ

なる て

　 に な

、 の に

り い いさ
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　１月６日、消防団の士気向上を願い、小松織物工
房（小松寛幸代表）より紅花染のネクタイが町消防
団に寄贈されました。
　昨年の紅花先染め振袖に続いて制作されたこのネ
クタイは、絹糸を白鷹町産の紅花で染め織り上げた
もので、深みのある鮮やかな紅（あか）色をしてい
ます。今回寄贈されたのは、消防団幹部 13 人分と
佐藤町長への計 14 本。今後、消防演習や公式な行
事の際に、制服に合わせて着用されます。

　１月 29 日、荒砥高校の生徒 43 人と町職員 20
人が町内の高齢者宅を訪問し、除雪ボランティアを
行いました。
　今回は、１月中旬の大寒波の影響を受け、町社会
福祉協議会のボランティアセンター（竹田寛治セン
ター長）が参加者を募り、西高玉及び西田尻地区の
計５件で実施。この日の雪は固く重い状態でしたが、
参加者はスコップやダンプ、除雪機を使って手際よ
く丁寧に雪を取り除きました。除雪後、感謝の気持
ちを述べられた高校生たちは「大変だったけど喜ん
でもらえてうれしかった。参加して良かった」と達
成感に満ちた表情を見せました。

小松織物工房による新たな紅（あか）
町消防団に紅花染ネクタイを寄贈

冬の安心・安全な町民生活を守るために
荒高生と町職員が除雪ボランティア

【
男
子
１
部
ダ
ブ
ル
ス
】

１
位　

塚
本
昌
志
・
塚
本
保
正

２
位　

松
下
隼
也
・
片
倉
諒
一

３
位　

小
形
欽
也
・
舩
山
達
郎

　
　
　

那
須
洋
平
・
飯
沢
祐
介

【
男
子
２
部
ダ
ブ
ル
ス
】

１
位　

大
沼　

昇
・
大
沼
幹
子

２
位　

渡
部
陽
登
・
吉
澤
勇
利

３
位　

菅
間　

務
・
橋
本
宏
幸

　
　
　

福
原　

裕
・
福
原
久
美
子

【
女
子
１
部
ダ
ブ
ル
ス
】

１
位　

保
科
友
美
・
高
村
恵
美
子

２
位　

安
部
佳
奈
子
・
原
田　

香

【
女
子
２
部
ダ
ブ
ル
ス
】

１
位　

児
玉　

茜
・
小
澤　

萌

２
位　

丸
川
恵
理
花
・
手
塚
陽
佳

３
位　

斎
藤
未
咲
・
鈴
木
茉
凛

　
　
　

鈴
木
香
織
・
早
川
由
美

【
少
年
少
女
ダ
ブ
ル
ス
】

１
位　

梅
津
桃
華
・
菅
間
楓
穏

２
位　

福
原
咲
妃
・
小
形
さ
く
ら

３
位　

大
沼
和
佳
・
橋
本
瑞
歩

【
男
子
１
部
シ
ン
グ
ル
ス
】

１
位　

塚
本
昌
志

２
位　

舩
山
達
郎

３
位　

那
須
洋
平

【
男
子
２
部
シ
ン
グ
ル
ス
】

１
位　

松
下
優
磨

２
位　

渡
部
陽
登

３
位　

塚
本
雄
大

　
　
　

吉
澤
勇
利

【
女
子
１
部
シ
ン
グ
ル
】

１
位　

児
玉　

茜

２
位　

保
科
友
美

【
女
子
２
部
シ
ン
グ
ル
ス
】

１
位　

大
沼
幹
子

２
位　

影
山　

萌

３
位　

小
澤　

萌

　
　
　

青
木
美
羽

【
少
年
少
女
シ
ン
グ
ル
ス
】

１
位　

菅
間
楓
穏

２
位　

梅
津
桃
華

３
位　

福
原
咲
妃

大会
結果

白
鷹
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

11
月
12
日
／
荒
砥
高
校
体
育
館

者は の

に 　

の が れいに り れ
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白鷹町 き の

　

平成 25年度 平成 28年度

き
　

き
　

き
　

の
あ き

の
あ き

の
あ き

　 71 ７ 97 15 153 28
　 76 15 91 17 133 23
　 95 ６ 110 15 165 25
　 20 １ 22 ３ 33 ６

鷹　 69 17 73 13 108 17
　 41 ７ 59 ９ 86 13

372 53 452 72 678 112
※ には住 など の が まれていま 。

※ の る は の は りません。

「
白
鷹
町
空
家
等
対
策
計
画（
案
）」
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す

　　　町の空き家は、平成28年度調査（下表）で452件を把握し前回調査から80件増加し
　　　ました。町としては、平成27年に全面施行となった空家等対策の推進に関する特別
措置法に基づき、白鷹町空家等対策協議会を設立し、空家等対策計画（案）の内容や空き家
対策事業などを協議してきました。作成しました原案の詳細につきましては、下記閲覧場所
で公開しておりますので、内容等をご確認いただき、本計画（案）に関する町民の皆様のご
意見をお寄せください。

■計画の趣旨
　町民の安全を守り、安心した生活環境を
確保するため、空家等対策の推進に関する
特別措置法第６条第１項の規定に基づき、
本町における空き家等に関する対策を総合
的かつ計画的に実施するため、「白鷹町空家
等対策計画」を定めます。
■計画の期間
平成28年度から平成32年度までの５年間
■空家の定義

等

　建築物またはこれに附属する工作物であ
　って居住その他の使用がなされていない
　ことが常態であるもの及びその敷地。

等

　倒壊等著しく保安上危険となるおそれの
　ある状態または著しく衛生上、景観上な

　ど、生活環境の保全を図るために放置す
　ることが不適切である状態にあると認め
　られる空家等。
■空き家等対策の具体的施策

等の対策

・実態調査等に基づくデータベースの整備
・特定空家等の認定
・特定空家等に対する法的措置
・特定空家等の解体支援

き 対策

・白鷹町空き家バンク事業
・空き家管理サービス事業
・移住・定住ホームページ
・空き家相談窓口の開設
・住宅リフォーム総合支援事業
・木造住宅耐震診断・改修支援

　白鷹町 策課

　 民 白鷹町

　２月28日（ ） で

　 、町 に

の に の 、

、 、 な で さい。

い

策課 　

８７-０８３０／ [FAX] ８５- ２１８３

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
！

　本
PUBLIC
COMMENT
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Q「夫は働き、妻は家庭を守る」という考え方  
  についてどう思いますか？

　

平
成
27
年
に
実
施
し
た
町
民

意
識
調
査
に
よ
る
と
、「
夫
は

働
き
、
妻
は
家
庭
を
守
る
」
と

い
う
考
え
方
に
つ
い
て
ど
う
思

い
ま
す
か
？
と
い
う
設
問
に
対

し
て
男
性
の
約
４
割
が
賛
成
も

し
く
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
賛

成
と
回
答
し
、
女
性
は
２
割
が

賛
成
も
し
く
は
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
賛
成
と
回
答
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
固
定
的
な

役
割
分
担
意
識
は
現
在
も
少
な

か
ら
ず
残
っ
て
お
り
、
男
女
間

で
も
認
識
の
違
い
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
平
成
27
年
度

「
雇
用
均
等
基
本
調
査
」
に
よ

る
と
、
男
性
の
育
児
休
暇
取
得

率
は
２
・
65
％
（
平
成
26
年
度

は
２
・
63
％
）
で
あ
り
、
そ
の

割
合
は
少
し
ず
つ
増
加
し
て
い

る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
低
い

割
合
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

性
別
を
問
わ
ず
、
誰
で
も
取

得
で
き
る
育
児
休
暇
制
度
。
女

性
だ
け
で
な
く
、
男
性
も
育
児

休
暇
制
度
が
取
り
や
す
い
職
場

の
雰
囲
気
づ
く
り
、
意
識
づ
く

り
が
必
要
で
す
。
そ
の
子
に
と

っ
て
一
生
に
一
度
し
か
な
い
タ

イ
ミ
ン
グ
、
短
期
間
で
あ
っ
て

も
我
が
子
に
時
間
を
向
け
て
み

ま
せ
ん
か
？

Q．男性の育児休暇取得について

　 は 、 ていま が、 は ていない 。ま

りに る はいない 。 て い

は いま 、 の に ている は な ない いま 。

　 、 れれ ど せる ま 、

て い い に る の 、 なが

は る の ない ない る

が る な になる いま 。

小口　亨さん（鮎貝）
奥さん、４歳の息子さんと１歳の娘さんとの４人暮らし

イ
ク
メ
ン
パ
パ
に

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
！

「
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
考
え
る
」

　
　
　
～
家
事
、
育
児
は
誰
の
仕
事
？
～

は 、 ていま が、 は ていない 。ま

りに る はいない 。 て い

は いま 、 の に ている は な ない いま 。

　 、 れれ ど せる ま 、

て い い に る の 、 なが

は る の ない ない る

小口　亨さん（鮎貝）
娘さんとの４人暮らし

て支 に で さ に い 。

12％
らかと

12％

らかと

40％

23％

わからな

13％10％

らかと

31％

らかと

26％

16％

わからな

13％

４％

平成 27 年度　町民意識調査より

【問い合わせ】
企画政策課企画調整係

☎８５- ６１２３

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
町
政
情
報
一
覧⇒

各
種
計
画⇒

男
女
共

　

同
参
画
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、

　
　

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

【
第
２
弾
】
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　私たちが生活している町を住みよい町としていくため
には、私たち自らがまちづくりに参画して知恵を出し合
い、一つずつ行動に移していくことが必要です。その一
つの方法として、協働のまちづくり条例では、町が設置
するさまざまな審議会等の委員を選任するにあたり、自
ら参画しようという方の募集について定めています。
　今回は、右記の各審議会等委員を募集します。

【問い合わせ】
各審議会等の所管部署へお問い合わせください。

■
各
審
議
会
等
等
の
役
割
と
応
募
資
格

　

　

町
の
振
興
実
施
計
画
の
策
定
や
変
更
な

ど
の
審
議
、
計
画
の
実
施
に
対
し
て
必
要

な
調
査
な
ど
を
行
う
機
関
で
す
。

▼
応
募
資
格　

町
内
に
住
所
を
有
し
、
応

募
時
点
で
満
25
歳
以
上
の
方

▼
開
催
予
定
回
数　

年
２
～
５
回
程
度

▼
委
員
報
酬　

６
０
０
０
円
／
日
（
会
議

時
間
が
４
時
間
未
満
の
場
合
は
３
０
０
０

円
／
日
）

▼
所
管
部
署　

企
画
政
策
課
企
画
調
整
係

☎
85

－

６
１
２
３

  

　

町
の
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
に
関

す
る
重
要
事
項
を
審
議
す
る
期
間
で
す
。

本
協
議
会
は
、
被
保
険
者
を
代
表
す
る
委

員
３
人
、
保
険
医
ま
た
は
保
険
薬
剤
師
を

代
表
す
る
委
員
３
人
、
公
益
を
代
表
す
る

委
員
３
人
の
計
９
人
で
組
織
さ
れ
、
募
集

対
象
は
被
保
険
者
を
代
表
す
る
委
員
で
す
。

▼
応
募
資
格　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
国

民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
、
応
募
時
点

で
満
25
歳
以
上
満
73
歳
未
満
の
方

▼
開
催
予
定
回
数　

年
２
～
４
回
程
度

▼
委
員
報
酬　

６
０
０
０
円
／
日
（
会
議

時
間
が
４
時
間
未
満
の
場
合
は
３
０
０
０

円
／
日
）

▼
所
管
部
署　

町
民
課
国
保
医
療
係　

☎
85

－

６
１
３
０

　

図
書
館
を
地
域
住
民
に
密
着
し
た
存
在

に
す
る
た
め
に
、
図
書
館
の
運
営
や
活
動

に
対
し
て
意
見
を
述
べ
る
機
関
で
す
。

▼
応
募
資
格　

町
内
に
住
所
を
有
し
、
応

募
時
点
で
満
20
歳
以
上
の
方

▼
開
催
予
定
回
数　

年
２
～
３
回
程
度

▼
委
員
報
酬　

８
５
０
０
円
／
年

▼
所
管
部
署　

教
育
委
員
会
図
書
館
管
理

係　

☎
85

－

６
１
４
６

　

都
市
計
画
道
路
、
都
市
公
園
、
下
水
道

な
ど
の
都
市
計
画
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

て
、
調
査
と
審
議
を
行
う
機
関
で
す
。

▼
応
募
資
格　

町
の
都
市
計
画
区
域
内
に

住
所
を
有
し
、
応
募
時
点
で
満
25
歳
以
上

の
方

▼
開
催
予
定
回
数　

年
１
～
２
回
程
度

▼
委
員
報
酬　

６
０
０
０
円
／
日
（
会
議

時
間
が
４
時
間
未
満
の
場
合
は
３
０
０
０

円
／
日
）

▼
所
管
部
署　

建
設
水
道
課
都
市
計
画
係

☎
85

－

６
１
４
０

　

下
水
道
事
業
に
係
る
受
益
者
負
担
金
と

分
担
金
、
使
用
料
な
ど
に
関
し
、
調
査
と

審
議
を
行
う
機
関
で
す
。

▼
応
募
資
格　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
下

水
道
使
用
者
で
、
応
募
時
点
で
満
25
歳
以

上
の
方

町からのお知らせ

審議会等委員募集

あなたの意見で“しらたか”は変わります。

募集する審議会等と募集委員

 ❶白鷹町振興審議会　　　　　　　２人

 ❷白鷹町国民健康保険運営協議会　３人

 ❸白鷹町図書館協議会　　　　　　５人

 ❹白鷹町都市計画審議会　　　　　２人

 ❺白鷹町下水道事業運営審議会　　２人

 ❻白鷹町水道経営審議会　　　　　３人
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▼
開
催
予
定
回
数　

年
１
～
２
回
程
度

▼
委
員
報
酬　

６
０
０
０
円
／
日
（
会
議

時
間
が
４
時
間
未
満
の
場
合
は
３
０
０
０

円
／
日
）

▼
所
管
部
署　

建
設
水
道
課
下
水
道
係

☎
85

－
６
１
３
８

　

水
道
事
業
の
経
営
そ
の
他
必
要
な
事
項

に
つ
い
て
、
調
査
と
審
議
を
行
う
機
関
で

す
。

▼
応
募
資
格　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
水

道
使
用
者
で
、
応
募
時
点
で
満
25
歳
以
上

の
方

▼
開
催
予
定
回
数　

年
数
回

▼
委
員
報
酬　

６
０
０
０
円
／
日
（
会
議

時
間
が
４
時
間
未
満
の
場
合
は
３
０
０
０

円
／
日
）

▼
所
管
部
署　

建
設
水
道
課
水
道
係

☎
85

－

６
１
３
７

■
任
期

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で

※
た
だ
し
、
②
白
鷹
町
国
民
健
康
保
険
運

　

営
協
議
会
は
平
成
29
年
５
月
１
日
か
ら

　

平
成
31
年
４
月
30
日
ま
で

■
共
通
す
る
応
募
資
格

(1)
原
則
と
し
て
、
白
鷹
町
の
他
の
審
議
会

　

等
の
委
員
で
な
い
こ
と

(2)
年
間
複
数
回
開
催
さ
れ
る
会
議
な
ど
に

　

出
席
で
き
る
方

(3)
白
鷹
町
の
議
員
及
び
職
員
で
な
い
こ
と

　白鷹町明るい健康都市づくり推進会議は、地域の
実情に即した保健・医療・福祉事業の円滑な推進を
目的として、各種事業計画を具体化していくために
ご意見などをいただく機関です。
●募集人員　３人
●任期　平成29年4月1日～平成31年3月31日
●応募資格
⑴町内に住所を有し、応募時点で満20歳以上の方
⑵保健・医療・福祉事業に関心があり、年２～４回 
　程度の会議に出席できる方
⑶白鷹町の議員及び職員でないこと
⑷次の基準を満たしている方
①納税（町税等）義務を果たしていること
②公民権を有していること
③破産者で復権を得ない者でないこと
④成年被後見人、被保佐人、被補助人でないこと

■ 白鷹町明るい健康都市づくり推進会議の委員を募集します

(4)
次
の
基
準
を
満
た
す
方

①
納
税
等
（
町
税
、
各
種
負
担
金
、
使
用

　

料
な
ど
を
含
む
）
の
義
務
を
果
た
し
て

　

い
る
こ
と

②
公
民
権
を
有
し
て
い
る
こ
と

③
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
者
で
な
い
こ

　

と
④
成
年
被
後
見
人
、
被
保
佐
人
、
被
補
助

　

人
で
な
い
こ
と

⑤
刑
執
行
中
の
犯
罪
歴
が
な
い
こ
と

⑥
暴
力
団
員
等
で
な
い
こ
と

■
応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
所
管
部
署
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
し
い
応
募
要
項
及
び
応
募
用
紙
は

各
所
管
部
署
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

応
募
用
紙
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
応
募
締
切

３
月
３
日（
金
）（
当
日
消
印
有
効
）

■
選
考
方
法

　

審
議
会
等
委
員
選
考
審
査
会
で
審
査
の

う
え
選
考
し
ま
す
。

■
審
査
結
果

　

応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

■
そ
の
他

　

各
審
議
会
等
の
委
員
は
町
の
非
常
勤
特

別
職
と
し
て
任
命
さ
れ
ま
す
の
で
、
白
鷹

町
個
人
情
報
保
護
条
例
第
３
条
第
２
項
の

適
用
を
受
け
る
と
と
も
に
、
同
条
例
の
規

定
に
違
反
し
た
場
合
（
職
務
上
知
り
得
た

個
人
の
秘
密
を
漏
ら
し
た
場
合
な
ど
）
は

罰
則
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

⑤刑執行中の犯罪歴がないこと
⑥暴力団員等でないこと
●応募方法　所定の応募用紙に必要事項を記入のう
　え、健康福祉課に提出してください。詳しい応募
　要項及び応募用紙は健康福祉課に準備していま
　す。また、応募用紙は町ホームページからもダウ
　ンロードできます。
●応募締切　３月３日（金）（当日消印有効）
●選考方法　審議会等委員選考審査会で審査のうえ
　選考します。
●審査結果　応募者全員に通知します。
●委員謝礼　日額6,000円
※ただし、会議時間４時間未満の場合は日額3,000
　円です。
【申し込み・問い合わせ】
健康福祉課　☎８６- ０２１２

町からのお知らせ
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町からのお知らせ

■ 

臨
時
福
祉
給
付
金（
経
済
対
策
分
）
に
つ
い
て

［会　場］白鷹町文化交流センター  あゆーむ  文化伝承室

［講　師］㈱伊勢半本店　本紅事業部
［参加料］500 円（消費税込）
［定　員］先着 30 名（要予約）
［内　容］13：00 －開場
　　　　  13：30 －講座
　　　　  14：30 －お守りづくり・紅点し体験

３月５日（日）午後１時 30 分～

～本物の紅
あか

にふれよう～

●会場では紅花を使ったお菓子や紅花

　茶をお楽しみいただけます。

●オール白鷹産で作った紅花先染め振

　袖「万葉からの誘（いざない）」など、

　紅花関連の展示もあります。

●会場準備のため事前に申し込みが必

　要です。２月 28日（火）まで白鷹町

　産業振興課内「日本の紅（あか）をつ

　くる町」連携推進本部（☎ 85-6136）
　までお申し込みください。

本紅講座
日本の紅

あか

をつくる町をつくる町をつくる町

　「日本の紅（あか）をつくる町」連携推進本部では、生産量日
本一を誇る紅花を原料としてつくられた本紅にふれていただくた
めの講座を開催します。今回は、紅餅づくりと江戸時代の輸送の
状況や本紅の製法などを紹介し、本紅を使ったお守りづくりと紅
点（さ）しに挑戦します。古から伝わる紅の魅力と紅花を使った
お茶や菓子をお楽しみください。

《
募
集
内
容
》　

▼
職
種　

図
書
館
司
書
（
日
々
雇
用

職
員
）

▼
募
集
人
員　

１
名

▼
資
格
要
件　

図
書
館
司
書
の
資
格

を
有
す
る
方

《
応
募
方
法
》

「
白
鷹
町
臨
時
職
員
登
録
申
請
書
」

（
以
下
「
申
請
書
」）
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
図
書
館
司
書
資
格

を
有
す
る
旨
を
証
明
す
る
書
類
の
写

し
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
希
望
職
種
の
欄
に
は
「
図
書
館
司

書
」
と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。）

▼
様
式
交
付
場
所　

教
育
委
員
会
図

書
館
管
理
係
（
中
央
公
民
館
１
階
）

※
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
受
付
期
間　

２
月
13
日
（
月
）
～

22
日
（
水
）

※
た
だ
し
、
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

※
郵
送
の
場
合
は
２
月
22
日
（
水
）

午
後
５
時
必
着
。

《
採
用
選
考
方
法
》

　

資
格
要
件
を
満
た
す
応
募
者
の
中

か
ら
、
面
接
選
考
の
う
え
採
用
し
ま

す
。

▼
面
接
日
時　

２
月
27
日
（
月
）

　

午
後
２
時
～

（
詳
細
に
つ
い
て
は
、
別
途
連
絡
し

ま
す
。）

　

な
お
、
選
考
に
あ
た
っ
て
は
、
原

則
、
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
で
満

60
歳
未
満
の
方
を
優
先
的
に
採
用
す

る
予
定
で
す
。

《
勤
務
条
件
な
ど
》

▼
勤
務
場
所　

白
鷹
町
立
図
書
館
及

び
白
鷹
町
立
小
・
中
学
校

▼
業
務
内
容　

図
書
館
や
学
校
図
書

に
関
す
る
業
務

▼
そ
の
他　

勤
務
条
件
な
ど
、
詳
し

く
は
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

白
鷹
町
日
々
雇
用
職
員
取
扱
規
程

に
基
づ
き
雇
用
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

〒
９
９
２

－

０
８
９
２

白
鷹
町
大
字
荒
砥
甲
８
３
３
番
地

白
鷹
町
教
育
委
員
会
図
書
館
管
理
係

☎
85

－

６
１
４
６

[FAX
]

85

－

２
１
８
３

[E
-m

ail]kyou
iku

@
so.tow

n
.

shirataka.yam
agata.jp

☆
町
立
図
書
館
臨
時
職
員
（
白
鷹
町

日
々
雇
用
職
員
）
の
登
録
も
受
付
け

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
広
報
し
ら

た
か
１
月
12
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

■ 

図
書
館
司
書（
白
鷹
町
日
々
雇
用
職
員
）を
募
集
し
ま
す

りの 　
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町からのお知らせ

　

消
費
税
率
引
き
上
げ
（
８
％
→
10

％
）
が
２
年
半
延
期
さ
れ
た
こ
と
を

踏
ま
え
、
経
済
対
策
の
一
環
と
し

て
、
社
会
全
体
の
所
得
の
底
上
げ
に

寄
与
す
る
と
と
も
に
、
所
得
の
少
な

い
方
々
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

対
象
と
な
る
方
に
「
臨
時
福
祉
給
付

金
」
を
支
給
し
ま
す
。

▼
申
請
先　

白
鷹
町
健
康
福
祉
課
福

祉
係
（
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

▼
お
知
ら
せ　

支
給
対
象
と
思
わ
れ

る
方
に
は
、
２
月
下
旬
に
お
知
ら
せ

と
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。

▼
受
付
期
間　

３
月
１
日
（
水
）
～

▼
受
付
方
法　

申
請
書
と
必
要
書
類

を
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
に
よ
り
郵

送
し
て
い
た
だ
く
か
、
健
康
福
祉
課

に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

健
康
福
祉
課
福
祉
係

☎
86

－

０
１
１
１

■ 

臨
時
福
祉
給
付
金（
経
済
対
策
分
）
に
つ
い
て

給付金の
種類

臨時福祉給付金（経済対策分）

対象者

平成 28年１月１日時点で白鷹町に住

民票があり、平成 28年度分の町民税

(均等割 )が課税されていない方。

※住民税が課税されている方に扶養され

　ている場合や、生活保護の受給者など

　の場合は支給対象になりません。

支給額 対象者１人につき　15,000円

健
康
福
祉
課
福
祉
係

確
認
じ
ゃ
！

こころの健康相談会のお知らせ

「眠れない、食欲がない、意欲がわい
てこない…からだとこころの不調あり
ませんか？」
　こころの健康に関する悩みを抱える
方やそのご家族を対象に、こころの専
門職である臨床心理士によるこころの
健康相談会を開催します。話をして気
持ちが楽になることもあります。お気
軽にご相談ください。
●いつ　３月９日（木）午前9時30分～
※事前に申し込みが必要です。
●どこで　健康福祉センター　
※家庭訪問でも対応します。
●申込期限　３月6日（月）まで
【申し込み・問い合わせ】
健康福祉課健康推進係　☎86-0210

 

 

「日本の紅 あか をつくる町」連携
推進本部では、 東京港区にある

（リストランテ
ラ チャウ）の馬渡剛シェフと㈱ぐるなびの

協力を得て、「日本の紅（あか）をつくる町」をキャッチフレ
ーズに、健康食材としても注目される紅花をはじめとする町
産食材を活用した産地フェアを開催しています。
【開催期間】

月 日 月 ～ 月 日 火
【会 場】
東京都港区芝浦 中野第３ビル

（リストランテ ラ チャウ）

 

 

 

「日本の紅 あか をつくる町」連携
推進本部では、 東京港区にある

（リストランテ
ラ チャウ）の馬渡剛シェフと㈱ぐるなびの

協力を得て、「日本の紅（あか）をつくる町」をキャッチフレ
ーズに、健康食材としても注目される紅花をはじめとする町
産食材を活用した産地フェアを開催しています。
【開催期間】

月 日 月 ～ 月 日 火
【会 場】
東京都港区芝浦 中野第３ビル

（リストランテ ラ チャウ）
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町からのお知らせ

等 します

　町では、厳しい財政状況や人口減少による公共施
設等の利用需要の変化などの課題に対応するため、
公共施設等の現状と課題を整理し、将来のあり方に
関する基本方針を定める「白鷹町公共施設等総合管
理計画」の策定に向け、検討を行っています。
　このたび、計画（案）を作成しましたので、皆様
からご意見を募集します。

■計画の期間
平成29年度から平成38年度までの10年間
■計画の趣旨
　既存の公共施設などの更新・統廃合・長寿命化等
の課題に対応するため、本町が所有する公共施設等
の現状と課題を整理し、将来のあり方に関する基本
方針を定めるものです。
　今後策定予定である各施設等の個別計画を策定す
る際の基本方針となるものです。
■基本方針
❶施設総量の縮減
・施設の廃止・統合等
・既存施設の効果的な活用による新規整備の抑制

❷施設の複合・多機能化
・施設の大規模修繕や更新に併せ目的の異なる施設 
　を集約
・機能複合化による効率的な維持管理（経費削減）
❸長寿命化の推進
・事後保全から予防保全への転換
・計画的な改修によるライフサイクルコストの縮減
　と財政負担の平準化
❹民間活力の導入
・業務委託や指定管理者制度の活用など効率的な管
　理運営手法の導入

　２月20日（月） で

の 方

８５-２１８３
〒992-0892　白鷹町

　　　白鷹町 課

について 、 課、

　 、町 等で てい

　ので さい。

　

平
成
28
年
８
月
の
台
風
10
号
で

は
、「
避
難
準
備
情
報
」
の
意
味
す
る

と
こ
ろ
が
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
適
切

な
避
難
行
動
が
と
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
が
課
題
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
か
ら
国
に
よ
る
検
討
が
行
わ
れ
、

高
齢
者
等
が
避
難
を
開
始
す
る
段
階

で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
な
ど
の

理
由
か
ら
、
左
記
の
表
の
と
お
り
避

難
情
報
の
名
称
が
変
更
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
白
鷹
町
で
も
、
今

後
避
難
が
必
要
な
場
合
は
、
新
た
な

名
称
で
避
難
情
報
を
発
令
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

総
務
課
防
災
管
財
係　

☎
85

－

６
１
２
２

■ 「
避
難
準
備
情
報
」な
ど
の
名
称
が
変
わ
り
ま
し
た

の

き
（ れ で あり ）

者等

いつで ができ

　 。

に時 人（

　の方、 がいのあ 方、

　等） 。

に

　 。

にい 人 、 に

　 な に 。

（ ）

ていない

　に の 。

で て に  

　 が な で 、

　 の り な に

　 。

等 します等 します等 します等 します等 します等 します等 します等 します等 します等 します等 します等 します等 します等 します等 します等 します等 します等 します等 します等 します等 します等 します等 します等 します等 します等 します等 します等 します等 します等 します等 します等 します
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●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

くらしの

知識

○契約内容や解約条件を確認しましょう
　商品を注文する前に、広告上で契約内容や解約条件について書かれているか、またその内容を確認したうえで、

　契約するかどうか慎重に判断することが大切です。

○定期購入が条件になっていないか等、契約の内容を確認しましょう
　ホームページやＳＮＳなどの広告で「お試し（価格）」「初回○円」「送料のみ」等と表示されていても、数か月

　間の継続購入が条件となっている場合があります。

○解約の条件を確認しましょう
　商品を解約しようとしたところ、販売会社から定期購入期間内は解約できないと拒否されるケースが多くみられ

　ます。商品を注文する前には「定期購入期間内に解約が可能かどうか」「解約する際の連絡先が明確か」もよく

　見ましょう。

い合 せ

民生活

民課

☎

お試しのつもりが定期購入に!?

vol.60

　「初回お試し価格 500 円」と

いう健康食品・サプリメントの

広告を見て、インターネットで

注文した。１回限りのお試しだ

と思っていたが、送られてきた

請求書などを見ると、定期購入

コースに加入していたようだっ

た。また、初回は 500 円だが

２回目以降は１箱 4,000 円が

かかるので今すぐ解約したい。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

相談急増！

 5,000円

       ２ 　
 4,000円

※ 5カ月以上の購入が必要です。

今すぐ注文する

 500円

１

８

22

り

２日

３日

５日 り り

８日 り り

10日

12日 き

14日
14 　４ ３

●15　　 広報しらたか　2017. ２.13



夕
べ
見
た
宝
の
山
が
朝
に
消
え　
　
　
　
　

長
井
市　

安
部
あ
り
な

地
図
頼
り
宝
探
し
に
四
苦
八
苦　
　
　
　
　

高　

岡　

安
部　

健
一　

夢
で
い
い
一
度
は
乗
り
た
い
宝
船　
　
　
　
武
蔵
野
市　

池
田　

武
子

宝
娘（
こ
）遠
く
に
離
れ
親
思
う　
　
　
　

  　

山　

口　

石
川
與
次
衛
門

平
和
願
い
日
本
の
宝
永
久
に　
　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

五
十
公
野
か
を
る

年
輪
を
刻
む
笑
顔
も
宝
か
な　
　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

五
十
公
野
春
己

子
は
宝
孫
も
曾
孫
も
健
や
か
に　
　
　
　
　
　

世
田
谷　

糸　
　

マ
サ

宝
島
地
図
を
隠
し
た
夢
の
中　
　
　
　
　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

何
時
観
て
も
日
本
の
宝
富
士
の
山　
　
　
　

浅　

立　

梅
津　

太
一

孫
の
笑
み
大
人
の
無
言
消
す
宝　
　
　
　
　

浅　

立　

梅
津
美
千
子

ガ
ラ
ク
タ
も
孫
に
と
っ
て
は
宝
物　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
き
ち

宝
物
孫
の
元
気
な
笑
い
声　
　
　
　
　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

宝
く
ぢ
又
当
ら
ぬ
よ
年
の
暮　
　
　
　
　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎　

身
近
に
い
る
友
、
兄
姉
宝
な
り　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

木
口　

と
よ

夫
婦（
め
お
と
）舟
宝
さ
が
し
て
も
う
八
十
路　

菖　

蒲　

小
関　
　

弘

少
子
化
で
日
本
の
宝
は
子
供
達　
　
　
　
　

山　

口　

児
玉　

保
子

八
十
余
渡
世
書
い
た
日
記
は
宝
物　
　
　
　

萩　

野　

紺
野　

五
月

我
が
宝
生
き
る
原
点
白
鷹
に　
　
　
　
　
　
つ
く
ば
市　

斎
藤　

靖
夫

生
き
字
引
孫
に
宝
の
お
婆
ち
ゃ
ん　
　
　
　

鮎　

貝　

佐
藤　

幸
子

夢
を
買
う
当
選
願
い
宝
く
じ　
　
　
　
　
　

鮎　

貝　

神
保　

玲
子

子
は
宝
老
い
て
気
が
つ
く
愛
の
味　
　
　
　

箕
和
田　

鈴
木　

ト
ミ

町
の
宝
イ
ガ
栗
頭
な
で
て
み
る　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

鈴
木
美
貴
子

世
に
打
ち
勝
つ
事
宝
の
心
か
な　
　
　
　
　
　

十　

王　

平　
　

恒
人

宝
く
じ
ビ
ッ
ク
な
夢
を
追
い
続
け　
　
　
　

高　

玉　

髙
橋　

朝
子

古
物
が
宝
に
見
え
て
狭
い
部
屋　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

孫
や
こ
ろ
め
ご
く
て
生
ね
き
か
ず
で
も　
　

箕
和
田　

土
屋　

平
敏

結
い
い
つ
の
亡
き
旦
那
か
ら
の
腕
時
計　
　

箕
和
田　

土
屋　

敏
子

子
宝
で
人
の
輪
広
が
り
五
十
年　
　
　
　
　

荒
川
区　

戸
村　

絹
代

ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
宝
子
に
架
け
る
我
が
思
い　

広　

野　

新
野
智
耶
子

当
た
る
筈
な
い
又
買
う
欲
の
宝
く
じ　
　
　

高　

玉　

橋
本
つ
ね
子

行
間
を
宝
の
海
に
し
て
読
書　
　
　
　
　
　

箕
和
田　

樋
口　

昭
吉　

ト
ラ
ン
プ
は
宝
の
山
を
知
っ
て
い
た　
　
　

荒
砥
乙　

保
科　
　

努

宝
く
じ
当
り
外
れ
わ
運
ま
か
せ　
　
　
　
　
ふ
じ
み
野　

村
上　

桂
造

孫
宝
大
き
く
な
っ
て
人
助
け　
　
　
　
　
　

十　

王　

松
田　

久
一

宝
石
よ
り
子
宝
欲
し
い
過
疎
の
村　
　
　
　

十　

王　

守
谷　

勝
助

判
っ
て
る
け
れ
ど
ま
た
買
う
宝
く
じ　
　
　

十　

王　

守
谷　

三
郎

毎
日
の
家
族
円
満
宝
で
す　
　
　
　
　
　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

近
く
住
み
顔
を
見
せ
る
も
宝
で
す　
　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

　町報川柳　― 宝 ―　　 

次回「世」二月二十五日まで。　「本」三月二十五日まで。
白鷹町大字荒砥甲八三三番地　白鷹町役場企画政策課情報係　 宛

　一年を振り返りながら
　白鷹生活２年目に突入

地域おこし協力隊　遠藤真弓

　一年を振り返りながら　一年を振り返りながら

第 12 回

地域おこし協力隊通信
　

こ
ん
に
ち
は
。
メ
ガ
ネ
と
帽
子
の

協
力
隊
遠
藤
で
す
。
皆
さ
ん
風
邪
な

ど
ひ
い
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

私
は
協
力
隊
と
し
て
白
鷹
町
に
来

て
か
ら
一
年
が
経
ち
、
二
年
目
に
突

入
で
す
。
た
く
さ
ん
の
方
た
ち
と
出

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
作
り
な

ど
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
一
緒

に
！

　

ほ
か
に
も
「
こ
れ
や
り
た
い
」「
あ

れ
や
り
た
い
」
な
ど
あ
っ
た
ら
、
声

を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
で
き
る
こ
と

が
あ
れ
ば
お
手
伝
い
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

私
の
活
動
の
メ
イ
ン
と
な
る
「
し

ら
た
か
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

ほ
う
は
、
主
に
山
を
所
有
し
て
い
る

方
が
対
象
な
の
で
す
が
、
一
般
の
町

内
の
方
に
も
周
知
さ
れ
る
よ
う
な
、

皆
で
関
わ
れ
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
仕

組
み
作
り
が
で
き
な
い
か
と
模
索
中

で
す
。

　

そ
ん
な
こ
ん
な
で
二
年
目
も
引
き

続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

会
い
、
色
々
な
こ
と
を
吸
収

し
た
一
年
で
し
た
。

　

二
年
目
は
も
っ
と
能
動
的

に
社
交
的
に
そ
し
て
良
い
意

味
で
楽
観
的
に
楽
し
く
活
動

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

例
え
ば
、
森
を
使
っ
た
遊

び
場
の
創
造
（
ツ
リ
ー
ハ
ウ

ス
）
や
気
楽
に
立
ち
寄
れ
る
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■町長の動静・交際費に関する問い合わせ　総務課総務係　☎８５-６１２０

町長交際費
町長の主な動静 １月 １月
月　日 行　　事　　名

1月 4日
仕事始めの式

白鷹町新春賀詞交歓会

1月 5日 長寿者への賀詞贈呈訪問

1月 7日
鷹山地区新春地域振興懇談会

消防団最高幹部会新春交流会

1月 8日 十王地区新春懇談会

1月 12日 白鷹ロータリークラブ新年会

1月 13日 重要事業要望 （東京都）

1月 14日
東根地区新春交流会

白鷹高等専修学校校歌披露発表会

1月 15日 芸術文化協会新春のつどい

1月 17日 新年度予算町長査定　～ 25 日まで

月　日 行　　事　　名
1月 17日 山形県町村会総務委員会

1月 18日 白鷹陽光学園増築工事竣工式

1月 20日
国際交流山東省平度市旧店鎮訪問 （町内企業

支援）　～ 23 日まで （中華人民共和国）

1月 25日 農業委員会新春農政懇談会

1月 26日 新春建設事業懇談会

1月 27日 置賜地方町村首長 ・ 議長懇談会

1月 28日 齋藤和男氏山形県教育功労者表彰祝賀会

1月 29日 小松紀夫氏叙勲 （瑞宝単光章） 記念祝賀会

1月 30日

総合教育会議

白鷹町進出企業懇談会

白鷹きらやか会新春懇談会

支出日 区分 支出額（円） 内　　　容
1月 4日 御祝 3,362　 鮎貝八幡宮歳旦祭

1月 5日 御祝 5,000　 白鷹ロータリークラブ新年会

1月 6日 香典 3,000　 職員ご親族弔慰金

1月 16日

御祝 50,000　
小松紀夫氏叙勲 （瑞宝単
光章） 記念祝賀会

贈答品 21,000　 重要事業要望

御祝 3,000　 白鷹町青申会定時総会

御祝 5,000　 新春建設事業懇談会

1月 17日 御祝 3,300　 荒砥八幡神社歳旦祭

支出日 区分 支出額（円） 内　　　容

1月 17日 香典 10,000　
参議院議員舟山康江氏ご
親族弔慰金

1月 18日 御祝 5,000　 白鷹町酪農組合新春交流会

1月 25日 御祝 3,000　 防火祈願祭

1月 26日
御祝 3,300　

あゆ茶屋をめんどう見る会
新年会

御祝 5,000　 白鷹きらやか会新春懇談会

1月 27日
御祝 3,000　 十王雪まつり

香典 3,000　 職員ご親族弔慰金

計 125,962　

ひがしね保育園

年長児Ａ君「これなんだかわかる？」

年中児Ｂ君「わかんね。見たことないもん。」

年長児Ａ君「ほら、これ、僕たちが田んぼに植えたべ。

　　　　　　お米の粒を取ったやつだよ。」

保　育　士「ワラっていうんだよ」

年中児Ｂ君「初めて見た！」

年長児Ａ君「来年よ、ひまわりになったら B 君も

　　　　　　米つくりするんだよ。がんばれなー。」

年中児Ｂ君 「うん！」

今年の作品展に年長児は自分たちで植えた稲のわら

を使って「しめ縄かざり」を作りました。

年長児Ａ君「ほら、これ、僕たちが田んぼに植えたべ。
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成
年
後
見
制
度
と
は
、
認
知
症

な
ど
に
よ
っ
て
物
事
を
判
断
す
る

能
力
が
十
分
で
な
い
方
に
つ
い

て
、
家
庭
裁
判
所
に
よ
っ
て
選
ば

れ
た
成
年
後
見
人
等
が
、
財
産
の

管
理
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
契
約

を
行
い
、
ご
本
人
の
権
利
を
法
的

に
守
り
生
活
を
支
援
す
る
制
度
で

す
。

　
《

１
》

な

な

《

２
》

な
ど

　

こ
の
よ
う
な
お
困
り
ご
と
な
ど

あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

【
成
年
後
見
制
度
相
談
窓
口
】

白
鷹
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
86

－

０
１
１
２

　虐待が起きる理由はさまざまで、虐待を受けている人だけでなく、虐待をして
いる人に対する支援が必要な場合もあります。高齢者虐待はどこの家庭でも、だ
れにでも起こりうる身近な問題です。私たち一人ひとりが高齢者虐待に対する認
識を深め、普段の生活の中で気がついたことや、できることから行動しましょう。

▼「高齢者虐待」にあたる行為

『
成
年
後
見
制
度
』

　

こ
ん
な
時
に

　
　
　

ご
利
用
く
だ
さ
い

●身体的虐待：暴力を振るう。殴る、つねる、
　蹴る、無理やり食事を口に入れるなど。
●心理的虐待：言葉や態度で精神的な苦痛をあ
　たえるなど。
●介護・世話の放棄・放任：介護や世話をしな
　い。または結果として、していないなど。
●経済的虐待：財産やお金を勝手に使う。正当
　な理由もなくお金を使わせないなど。
●性的虐待：本人がいやがる性的な行為やその
　強要など。

□不自然なけがや傷がある

□急に怖がる。家族をみるとおびえる

□無気力、投げやりである

□栄養失調、脱水症状がみられる

□悪臭がする。服が汚れている。部屋が汚い

□介護サービス利用や病院の受診が減った

□傷やあざの説明のつじつまがあわない、話

　したがらない

□やせてきている

□介護に疲れている

□無気力、 投げやりである

□高齢者を怒鳴る。 しつけといって叩く

□高齢者の世話に対する不平 ・ 不満が多い

□介護サービスを受けさせない

□家に人を入れない。 高齢者と親戚や友人等を 

　　会わせない

□保健 ・ 福祉の担当者と会うのを嫌うようになる

□留守にしていることが多い

高齢者虐待の早期発見のためのチェックリスト

「高齢者虐待」の発見の手がかりとなる「虐待  の危険サイン」を見逃さないようにしましょう

な

「もしかしたら…」と思ったら一人で悩まず、相談窓口に連絡してください。

地域包括支援センター ℡86-0112

　
高齢者虐待の問題を誰もが見過ごさず、地域みんな

で高齢者や介護する家族を支え、虐待を防ぎましょう。

【高齢者虐待相談窓口】
白鷹町地域包括支援センター　☎８６-０１１２

高齢者虐待を
なくすために  
地域で支え合いましょう
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る

　

　

　

　

　

と

　

の

の

 02  主なアレルギー疾患  03  アレルギー疾患への対処法　　　

　　　２月17日～ 23日は

アレルギー週間

　　　

　

 01 「アレルギー」ってなんだろう？
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町民課くらし環境係  ☎ 85-6131 ／長井警察署  ☎ 84-0110 ／白鷹西駐在所  ☎ 85-2029 ／白鷹東駐在所  ☎ 85-2046

交通安全で冬を乗り越えましょう

全ての座席のシートベルトとチャイルドシート

の着用を、家族みんなで徹底しましょう！

（平成 28年１月１日 12月 31日 での 年 ）

年 者 年 者 年

6136 ▲ 310 28 ▲ 29 7670 ▲ 367
208 ５ ２ ２ 252 ▲ 21

白鷹町 45 ０ １ １ 60 ▲ 11

の の

❶
❷
❸
❹
❺
❻
　

者 てい

の 付 で

 油断大敵！自分で自分を守る！

▼  歩行者編

 ゆっくり走ろう！あぶない冬道！

▼ドライバー編 な の 時

　 点 に

の の３割

 ３
　 １  55
　 ２  13
　 ３  13

の 時 に

 の ３
　 １  49
　 ２  19
　 ３ 、  13

り い さない

　

　

が な な
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■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

　このたび、本校の１年生全員が、新たな環境で過ごして
きた一年間をふり返りました。今回は、その中から７名の
ふり返りをご紹介します。

荒高掲示板 
１年経って
― 新系列一期生 ―

（現１年生のふり返りより）

１
年
次

産
業
社
会
と
人
間
・

レ
ポ
ー
ト
ま
と
め
の
様
子

『入学から成長したこと』
１年１ 　 　 　

　私は入学し、生活してきてたくさんのことを学び成長

することができました。大きな変化としてはたくさんの

人とコミュニケーションができるようになったことで

す。普段の学校生活や部活動を通して、人との関わりを

学び、身に付けることができました。コミュニケーショ

ンは、これから進学、就職するうえで一番大切なことだ

と思うのでこれからも学び身に付けていきたいです。

『一年経って思うこと』
１年１ 　金 　 　

　高校という新しい環境に入ってからもう一年が経と

うとしていることに驚きです。時間の経過を早く感じ

た一年でした。体育祭・文化祭などの学校行事を通し

て、中学の時より充実感を感じたし、それと共に自分

たちは少しずつ大人に近づいていっているんだな、と

思いました。来年度はもっと充実した楽しい学校生活

を送れるようにしたいです。

『この一年で感じたこと』
１年１ 　 　

　昨年４月に荒砥高等学校に入学して感じたことは、荒高

生の絆が強いと言うことです。これまでたくさんの行事を

通してきた日々の中で、毎日を充実させようと笑顔で過ご

し、どんなことにも挑戦しようとする心構えが素敵だとい

うことを、荒高生のみなさんの行動が教えてくれました。

これからも、一日一日を大切に過ごしていきたいです。 『まず、やってみる』
１年２ 　 　 　

　私が高校生になって感じたことは、新しいことにチャ

レンジしてみることの大切さです。中学校では、自分か

ら話しかけることができませんでした。なので自分を変

えようと思ってたくさんの子に声をかけていたら、今で

は仲良し子友達ができました !! 自分を変えるのは自分

自身であって、そのためにまず、チャレンジしてみるこ

とは大切だと改めて思いました。

『高校 1 年生をふり返って』
１年２ 　 　 　

　高校生活をふり返って、自分変わったかな、と思った

ことがあります。本を中学校よりも多く読むようになっ

たり、検定を受けてみたりなど、自分から挑戦しようと

頑張ってみることができた一年間でした。もっといろん

なことに興味を持って挑戦してみたいです。

『一年頑張ったこと』
１年２ 　 　 　

　私は、中学校の時から数学が苦手で、高校に入学してもずっ

と苦手なまんまでした。しかし、最近は、先生に聞いたりし

て、たくさん問題が解けるとうれしいと思うようになりまし

た。これからも、もっと頑張って問題を１問でも多く解ける

ようにしていきたいです。他の教科も頑張りたいです。

『高校生になって』
１年２ 　 　 　

　高校に入学して感じたことは、一人の大人として見られるという

ことです。与えられたことをこなすのは当たり前。その先の自分に

必要なことは、“自分から”行動しなければ何も始まらないと思い

ました。勉強するのは苦手ですが、二年後の自分を考えると必要に

なることなので、目の前のことだけを見ずに頑張りたいです。

　普段の会話、発表なども大切ですが、自己を
見つめ、文章にしたためることでも、主体的、
対話的、深い学びにつながっているようです。

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
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催　

し

白
鷹
町
史
談
会
60
周
年
事
業

　

白
鷹
町
史
談
会
60
周
年
を
記
念
し

て
、
記
念
式
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
を

行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

２
月
18
日
（
土
）

　

午
後
１
時
開
会

▼
ど
こ
で　

荒
砥
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

①
記
念
式

②
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
鮎
貝
の
歴
史
と

　

文
化
」（
パ
ネ
ラ
ー
…
平
吹
利
數

　

さ
ん
、
渋
谷
敏
己
さ
ん
、
佐
藤
與

　

七
さ
ん
）

③
記
念
祝
賀
会
（
懇
親
会
）

▼
参
加
料　

【
会
員
】

・
懇
親
会
費　

１
０
０
０
円

【
会
員
以
外
の
方
】

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加
費　

５
０
０
円

・
懇
親
会
費　

１
０
０
０
円

▼
申
込
締
切　

２
月
16
日（
木
）正
午

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

事
務
局
（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
・

文
化
振
興
係
）
☎
85

－

６
１
４
６

白
鷹
町
少
年
少
女
合
唱
団

第
６
回
定
期
演
奏
会
開
催

　

本
年
も
、
活
動
の
１
年
間
の
集
大

成
と
し
て
、
第
６
回
定
期
演
奏
会
を

開
催
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
成
果
を

ぜ
ひ
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

３
月
４
日
（
土
）　

　

午
後
１
時
30
分
開
場
／
２
時
開
演

▼
ど
こ
で　

あ
ゆ
ー
む

▼
入
場
料　

無
料
（
た
だ
し
整
理
券

が
必
要
で
す
。）

▼
整
理
券
取
扱　

あ
ゆ
ー
む
、
各
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
中
央

公
民
館
、
教
育
委
員
会

▼
主
な
曲
目
「
地
球
星
歌
」「
島
唄
」

ほ
か

☆
特
別
出
演　

白
鷹
女
声
コ
ー
ラ
ス

さ
く
ら
の
皆
さ
ん
、
佐
藤
涼
香
さ
ん

（
白
鷹
町
出
身
／
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
・

東
京
藝
術
大
学
声
楽
科
3
年
）

《

29

募
集
》

　

保
育
園
年
長
児
か
ら
中
学
生
ま
で

入
団
で
き
ま
す
。
男
子
大
歓
迎
で
す
。

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

事
務
局
／
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
・
文
化
振
興
係
内

☎
85

－

６
１
４
６

　

し
ら
た
か
そ
ば
ま
つ
り
開
催

　

白
鷹
町
そ
ば
の
里
づ
く
り
振
興
会

員
が
、
白
鷹
山
麓
の
畑
で
栽
培
・
収

穫
し
た
「
で
わ
か
お
り
」
を
ぜ
ひ
ご

賞
味
く
だ
さ
い
。

▼
期
間　

３
月
４
日
（
土
）・
5
日

（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

あ
ゆ
茶
屋

▼
料
金　

前
売
券　

１
０
０
０
円

　
　
　
　

当
日
券　

１
２
０
０
円

※
前
売
券
は
限
定
４
５
０
枚
、
当
日

券
は
先
着
１
５
０
枚
の
販
売
と
な
り

ま
す
。

  nformation
　　　　　インフォメーション

情報アラカルト

　白鷹町役場　☎８５-２１１１

の

25日（ ）

18 00 ～
合

18 30 ～ るま

19 15 ～

19 30 ～

 19 45

★地元若者による T（鷹山）級グルメ合戦開催！〔各 200 食限定・無料〕

 ・３地区のグルメを試食後に投票していただきます。

 ・投票結果は花火打ち上げ前に発表します。

★ 25 日のナイター及び 26 日の午前９時～午後５時はリフト料金無料！

※ 19：15 ～花火終了まで、照明消灯のため滑走できませんのでご了承ください。

※混雑が予想されますので、お車でお越しの方は乗り合わせにご協力ください。

【問い合わせ】白鷹スキーセンター　☎８７-２４５６／スキー場祭り実行委員会　☎８７-２０１８

26日（日）

９ 30 ～
９ 50 ～ さ い

10 15 ～
て

の り

11 30 ～ る い
※ の

12 30 ～

第 35 回
白鷹スキー場祭り

*
*

*

今年は
前夜祭もやるよー！

みんな来てね！

2/25 土・26 日 
［会 場］白鷹町営スキー場
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※
土
日
を
除
く
。

▼
申
込
方
法　

平
成
27
年
分
・
平
成

28
年
分
の
源
泉
徴
収
票
の
写
し
、
平

成
28
年
度
所
得
証
明
書
な
ど
入
居
者

全
員
の
所
得
が
わ
か
る
も
の
及
び
住

民
票
謄
本
、
個
人
番
号
が
確
認
で
き

る
書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
申

込
者
の
要
件
に
よ
り
提
出
書
類
が
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
管
理

係　

☎
85

－

６
１
４
０

　

『
白
鷹
・
春
の
音
楽
祭
』
の

　
　

出
演
者
を
募
集
し
ま
す

　

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
を
中

心
と
し
、
メ
ン
バ
ー
の
半
数
以
上
が

白
鷹
町
在
住
ま
た
は
出
身
者
の
バ
ン

ド
や
弾
き
語
り
で
、『
白
鷹
・
春
の
音

楽
祭
』
を
一
緒
に
作
っ
て
い
た
だ
け

る
方
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格　

メ
ン
バ
ー
の
半
数
以

上
が
白
鷹
町
在
住
ま
た
は
出
身
者
で
、

高
校
生
以
上
の
方

▼
申
込
方
法　

申
込
書
に
記
入
い
た

だ
き
、
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
応
募
期
限　

２
月
28
日
（
火
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《

》

▼
い
つ　

４
月
30
日
（
日
）

▼
申
込
期
限　

２
月
28
日
（
火
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会　

守
谷

☎
０
９
０

－

１
４
９
２

－

５
４
６
７

町
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

《

》

▼
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
鮎
貝
２
４

６
８

－
１
０　

▼
募
集
戸
数　

１
戸
（
一
般
用
）

▼
間
取
り　

３
Ｄ
Ｋ
（
８
＋
６
＋
４

・
５
畳
＋
台
所
＋
浴
室
）

▼
家
賃　

所
得
額
等
に
よ
り
月
額
１

万
８
５
０
０
円
～
３
万
６
４
０
０
円

《

》

▼
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
十
王
５
５

０
２

－

１
４

▼
募
集
戸
数　

１
戸
（
一
般
用
）

▼
間
取
り　

３
Ｄ
Ｋ
（
８
＋
６
＋
６

畳
＋
台
所
＋
浴
室
）

▼
家
賃　

所
得
額
等
に
よ
り
月
額
１

万
６
５
０
０
円
～
３
万
２
５
０
０
円

《

》

▼
敷
金　

家
賃
の
３
ヶ
月
分

▼
入
居
資
格　

住
宅
困
窮
者
で
、
入

居
世
帯
の
収
入
が
公
営
住
宅
法
の
基

準
以
下
で
、
同
居
す
る
親
族
が
い
る

方
及
び
暴
力
団
関
係
者
で
は
な
い
方

▼
入
居
可
能
日　

３
月
下
旬

▼
募
集
期
間　

２
月
13
日
（
月
）
～

２
月
22
日
（
水
）
ま
で

　

午
後
２
時
～
４
時

▼
ど
こ
で　

白
鷹
町
産
業
セ
ン
タ
ー

（
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
白
鷹
）
ホ
ー
ル

▼
主
催　

白
鷹
・
春
の
音
楽
祭
実
行

委
員
会
（
代
表
・
川
井
貞
司
）

■
チ
ケ
ッ
ト
・
問
い
合
わ
せ

白
鷹
町
産
業
セ
ン
タ
ー
（
パ
ワ
ー
セ

ン
タ
ー
）
☎
86

－

０
０
０
１

　

県
立
農
林
大
学
校
「
研
修
生
」

　

を
募
集
し
ま
す

　

こ
れ
か
ら
農
業
を
始
め
よ
う
と
す

る
方
、
ま
た
新
分
野
の
導
入
・
農
産

加
工
に
取
り
組
む
方
を
対
象
に
し
た

研
修
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
コ
ー
ス　

新
規
就
農
支
援
研
修
、

農
業
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
研
修

▼
研
修
期
間　

平
成
29
年
４
月
～
平

成
30
年
３
月
ま
で
の
１
年
間

▼
募
集
人
員　

・
新
規
就
農　

50
名

・
新
分
野
導
入
・
農
産
加
工　

20
名

▼
研
修
先　

農
業
関
係
試
験
研
究
機

関
、
先
進
農
業
経
営
者
、
農
林
大
学

校
等

▼
受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ

ス
ト
・
傷
害
保
険
・
宿
泊
等
の
必
要

経
費
は
自
己
負
担
）

▼
申
込
期
限　

３
月
10
日
（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

山
形
県
立
農
林
大
学
校
研
修
部

☎
０
２
３
３

－

22

－

８
７
９
４

募　

集

■
前
売
券
販
売
・
問
い
合
わ
せ

あ
ゆ
茶
屋　

☎
85

－

５
５
７
７

JA
山
形
お
き
た
ま
白
鷹
支
店　

☎
85

－

２
１
２
１

町
観
光
協
会　

☎
86

－

０
０
８
６

　

第
７
回
白
鷹
フ
ォ
ー
ク
村

　

東
日
本
復
興
支
援
コ
ン
サ
ー
ト

　

今
年
は
、
よ
り
多
く
の
方
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
た
く
、
会
場
を

変
更
し
て
開
催
し
ま
す
。「H

eartful 
Song

し
ら
た
か
」
の
「
お
ど
る
！

シ
ラ
タ
カ
・
レ
ッ
ド
」
も
登
場
。

　

な
お
、
会
場
に
は
募
金
箱
を
設
置

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
い
つ   

３
月
11
日
（
土
）

　

午
後
７
時
～

▼
ど
こ
で   

東
根
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー

▼
後
援　

東
陽
の
里
づ
く
り
協
議
会

■
問
い
合
わ
せ    

金
田　

稔     

☎
85

－

１
６
１
１

愛
真
こ
ど
も
園
＆
よ
つ
ば
こ
ど
も
園

     

卒
園
記
念
作
品
展
開
催

ど

な

▼
展
示
期
間　

２
月
10
日
（
金
）
～

19
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
19
日
（
日
）
の
み
午
後
３
時
ま
で
。

ま
た
、
13
日
（
月
）
は
休
館
で
す
。

▼
展
示
場
所　

白
鷹
町
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー
あ
ゆ
ー
む

▼
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

愛
真
こ
ど
も
園

山
本　

☎
85

－
３
１
６
０

　

町
民
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会
の

　

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

▼
い
つ　

３
月
５
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～

▼
ど
こ
で　

荒
砥
小
学
校
体
育
館

▼
対
象　

18
歳
以
上

▼
種
目　

混
成
（
４
人
以
上
８
人
以

内
）

▼
参
加
料　

１
チ
ー
ム
８
０
０
円

　
　○

２
月
の
開
催
日　
　
　
　
　

　

２
月
22
日
（
水
）

　

午
後
４
時
～
７
時

○
３
月
の
開
催
日

　

３
月
15
日
（
水
）

　

午
後
４
時
～
７
時

▼
場
所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階
相
談
室

▼
相
談
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課

子
育
て
支
援
係

☎
86

－

０
２
１
２

《
婚
活
応
援
室
》
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お
し
ら
せ

測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
の

指
名
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
「
白
鷹
町
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
要
綱
」
に
よ
り
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
要
綱
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
受
付
期
間　

２
月
28
日
（
火
）
ま

で
（
土
日
祝
祭
日
は
除
く
）

※
郵
送
に
よ
る
申
請
の
場
合
、
２
月

28
日
到
着
分
ま
で
受
付
け
ま
す
。

▼
受
付
時
間　

午
前
９
時
～
昼
12
時
、

午
後
１
時
～
４
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
管
理

係　

☎
85

－

６
１
４
０

本
の
話
を
し
ま
せ
ん
か

　

本
好
き
が
気
軽
に
集
ま
れ
る
場
所

づ
く
り
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
さ
ま
ざ

ま
な
本
の
話
を
し
ま
せ
ん
か
。

　

お
す
す
め
の
本
を
数
冊
持
っ
て
お

集
ま
り
く
だ
さ
い
。（
マ
ン
ガ
・
雑
誌

も
可
）

▼
い
つ　

２
月
18
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
～

▼
場
所　

白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン
タ

ー
あ
ゆ
ー
む　

文
化
伝
承
室

▼
持
ち
物　

お
す
す
め
の
本
、
マ
イ

カ
ッ
プ

■
問
い
合
わ
せ　

加
藤
（
和
）　

☎
０
９
０

－

６
２
５
７

－

７
４
７
６

  「
書
き
損
じ
は
が
き
」
の
回
収

  　

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

山
形
県
高
等
学
校
青
少
年
赤
十
字

連
絡
協
議
会
で
は
「
書
き
損
じ
は
が

き
」
を
換
金
し
て
文
房
具
な
ど
を
購

入
し
、
発
展
途
上
国
の
小
学
校
な
ど

に
届
け
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
高
等
学
校
等
に
お
け

る
回
収
と
同
様
に
、
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
、
健
康
福
祉
課
で
も
回
収
し

ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
受
付
期
間　

３
月
17
日（
金
）ま
で

■
受
付
・
問
い
合
わ
せ　

日
赤
白
鷹

町
分
区
（
健
康
福
祉
課
福
祉
係
）

☎
86

－

０
１
１
１

東
北
ろ
う
き
ん
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

県
内
へ
の
就
職
促
進
の
た
め
の
教

育
ロ
ー
ン
で
す
。
卒
業
後
、
県
内
に

就
職
･
就
業
し
た
場
合
は
、
そ
れ
以

降
の
利
子
に
対
し
て
、
元
金
３
０
０

万
円
を
限
度
に
教
育
基
金
協
会
か
ら

年
２
・
０
％
の
利
子
補
給
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
使
い
み
ち　

高
校
、
短
大
、
大
学
、

各
種
専
門
学
校
等
の
学
資
金
、
住
居

・
生
活
資
金
な
ど

▼
融
資
限
度
額　

１
０
０
０
万
円

▼
融
資
金
利（
固
定
金
利
、保
証
料
込
）

 看護師・准看護師・作業療法士・精神保健福祉士 募集

お問い合わせ：   川記念病院 人事担当までお電話ください 0238-87-8000

医 療 法 人 杏 山 会

川記念病院

小児科・内科・精神科

児童精神科・老年精神科

神経内科・リハビリテーション科

○ 川記念病院では、看護師さん、准看護師さん、
作業療法士さん、精神保健福祉士さんを募集しています

○ 准看護師の資格をお持ちの方で看護師を目指している方や
看護学校及び准看護師学校へ入学希望の方、
当病院の修学資金制度を利用してみませんか

平
成
29
年
度
　

放
送
大
学
の

第
１
学
期
生
を
募
集
し
ま
す

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業

を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分

野
を
学
べ
ま
す
。

▼
募
集
期
間　

・
第
１
回　

２
月
28
日
（
火
）
ま
で

・
第
２
回　

３
月
１
日
（
水
）
～
20

　

日
（
月
）

※
詳
し
い
資
料
を
無
料
進
呈
し
て
い

ま
す
の
で
、
電
話
も
し
く
は
放
送
大

学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
ouj.ac.jp/

）
か
ら
請
求
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

放
送
大
学
山
形
学

習
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３

－

６
４
６

－

８
８
３
６　

　
　

ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
の

　
　

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

 　

病
院
や
福
祉
施
設
で
患
者
さ
ん
た

ち
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、
命
や

医
療
、
看
護
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。
一
般
の
方
に
、
看
護
の
仕

事
を
体
験
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
い
つ　

５
月
７
日
（
日
）
～
20
日

（
土
）
の
施
設
実
施
日

▼
体
験
で
き
る
施
設　

県
内
の
病
院
、

診
療
所
、
福
祉
施
設
、
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
等

▼
対
象　

一
般
市
民

▼
応
募
方
法

⑴
高
校
生
は
学
校
を
通
じ
て
申
込
む
。

※
各
学
校
に
通
知
文
を
送
付
し
ま
す
。

⑵
高
校
生
以
外
の
方
は
次
の
内
容
を

　

ハ
ガ
キ
に
明
記
し
申
込
む
。

①
住
所
（
郵
便
番
号
）
②
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
③
性
別
④
年
齢
⑤
職
業
ま

た
は
学
校
名
⑥
電
話
番
号
（
日
中
に

連
絡
の
取
れ
る
と
こ
ろ
）
⑦
希
望
施

設
名
・
希
望
実
施
日
（
第
３
希
望
ま

で
）
⑧
白
衣
サ
イ
ズ
（
Ｓ
・
Ｍ
・
Ｌ

・
LL
）

▼
申
込
期
間　

２
月
24
日
（
金
）
ま

で
（
期
間
外
は
受
付
け
ま
せ
ん
）

▼
そ
の
他　

施
設
ご
と
の
定
員
に
よ

り
体
験
施
設
を
調
整
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
９
９
０

－

２
４
７
３

山
形
市
松
栄
１

－

５

－

45

山
形
県
看
護
協
会
「
ふ
れ
あ
い
看
護

体
験
」
担
当

☎
０
２
３

－

６
８
５

－

８
０
３
３

平
成
29
・
30
年
度
指
名
競
争
入
札

   

参
加
資
格
審
査
申
請
に
つ
い
て

　

平
成
29
・
30
年
度
の
建
設
工
事
、
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年
２
・
５
０
％
～
３
・
６
５
％

▼
融
資
期
間　

最
長
10
年

※
在
学
期
間
中
、
元
金
の
返
済
を
最

長
６
年
間
据
え
置
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
間
は
ご
利
息
の
み
の
ご
返

済
と
な
り
ま
す
。

▼
保
証
料

　

団
体
会
員　
　
　

年
０
・
７
％

　

団
体
会
員
以
外　

年
１
・
２
０
％

応

　

町
と
労
働
金
庫
が
協
力
し
て
低
利

で
融
資
す
る
制
度
で
す
。

  

自
動
車
、
家
電
の
購
入
、
教
育
資

金
、
医
療
費
な
ど
、
生
活
資
金
全
般

に
利
用
で
き
ま
す
。

▼
対
象
者　

①
白
鷹
町
に
お
住
ま
い
の
勤
労
者
の

　

方
、
ま
た
は
白
鷹
町
勤
労
者
互
助

　

会
の
会
員
の
方

②
労
働
組
合
が
な
い
、
ま
た
は
職
場

　

に
融
資
制
度
の
な
い
方

▼
融
資
額
及
び
期
間
等

○
生
活
資
金
（
生
活
資
金
・
耐
久
消

　

費
財
購
入
等
）

▼
融
資
限
度
額　

１
０
０
万
円 

▼
融
資
期
間　

７
年
以
内 

▼
融
資
金
利（
固
定
金
利
、保
証
料
込
）

　

年
３
・
２
～
３
・
７
％

○
教
育
資
金（
教
育
資
金
、授
業
料
等
） 

▼
融
資
限
度
額　

３
０
０
万
円 

▼
融
資
期
間　

10
年
以
内 

▼
融
資
金
利（
固
定
金
利
、保
証
料
込
）

　

年
２
・
２
～
２
・
７
％

○
福
祉
資
金
（
出
産
、
育
児
、
災
害

　

復
旧
資
金
等
）

▼
融
資
限
度
額　

１
０
０
万
円 

▼
融
資
期
間　

７
年
以
内 

▼
融
資
金
利（
固
定
金
利
、保
証
料
込
）

　

年
１
・
９
～
２
・
４
％

○
自
動
車
資
金
（
自
動
車
購
入
資
金
、

　

自
動
車
に
関
す
る
資
金
）

▼
融
資
限
度
額　

２
０
０
万
円 

▼
融
資
期
間　

７
年
以
内

▼
融
資
金
利（
固
定
金
利
、保
証
料
込
）

　

年
２
・
３
～
２
・
８
％

※
「
白
鷹
町
勤
労
者
互
助
会
会
員
」

は
町
よ
り
年
１
・
０
％
の
利
子
補
給

が
あ
り
ま
す
。

「
白
鷹
町
勤
労
者
互
助
会
会
員
」
以

外
の
方
は
年
０
・
３
％
の
利
子
補
給

と
な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

東
北
労
働
金
庫
長
井
支
店

☎
84

－

１
１
０
０

農
業
者
の
皆
さ
ん
へ

　

政
府
の
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活

力
創
造
本
部
に
お
い
て
、
農
業
経
営

全
体
を
カ
バ
ー
す
る
新
た
な
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
、『
収
入
保
険
制

度
』
の
導
入
が
決
定
し
ま
し
た
。
平

成
31
年
１
月
か
ら
の
制
度
開
始
を
目

指
し
て
お
り
、
青
色
申
告
を
行
っ
て

い
る
農
業
者
が
加
入
の
対
象
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

個
人
の
場
合
、
新
た
に
青
色
申
告

を
始
め
る
に
は
、
平
成
29
年
３
月
15

日
ま
で
に
最
寄
り
の
税
務
署
に
「
青

色
申
告
承
認
申
請
書
」
を
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
青
色
申
告
に
は

税
制
上
の
メ
リ
ッ
ト
等
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
、
左
記
の
と
お
り
専
門
家

（
税
理
士
）
を
講
師
と
し
た
青
色
申

告
に
関
す
る
研
修
会
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

２
月
17
日
（
金
）

　

午
前
10
時
30
分
～
昼
12
時

▼
ど
こ
で　

置
賜
総
合
支
庁　

講
堂

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

置
賜
総
合
支
庁
農
業
振
興
課

☎
０
２
３
８

－

26

－

６
０
４
９

― 白鷹 2016 ６ ―

●日時　３月５日（日）
　１回目 : 午前10時～
　２回目 : 午後２時～
●会場　白鷹町産業センター（パワー
　センター白鷹）
●入場料　無料（全席自由）
※事前に整理券をお求めください。
●整理券取扱　白鷹町教育委員会、中
　央公民館、各地区コミュニティセン
　ター、白鷹町産業センター（パワー
　センター白鷹）、白鷹町文化交流セ
　ンターあゆーむ
●主催　白鷹学講座企画委員会、白鷹
　町教育委員会、白鷹町中央公民館
【問い合わせ】
教育委員会生涯学習・文化振興係  
☎８５- ６１４６

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  
■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

福岡市 高取保育園。

そこには、まるでタイムトリップしたような

懐かしい日本の子育てがありました。

それは、先人たちから引き継いだ”魂の育てかた”。

日本の伝統的な「食養生 医食同源」に基づいた給食の献立は、

玄米、みそ汁、納豆、旬の野菜料理です。

みそは、園児たち自らが、毎月、毎月、100キロ仕込みます。

梅ぼし、沢庵、高菜漬けなども手づくりです。

アトピーやアレルギーだった園児の多くが、

元気に巣立っていきました。

30年続く高取の「和食給食スタイル」は、

教育視察を通して日本中に広まりました。

発酵学の第一人者である小泉武夫 東京農業大学名誉教授が、

伝統和食に込められた先人たちの英知を、

わかりやすく説き明かしていきます。

「家庭の和食」「手づくりみそ」が、本作の主役なのです。

昔ながらの子育てに秘められた豊潤な精神文化、

その輝きを追いました。

子どもたちから元氣をもらうピュア・ドキュメンタリーを

ぜひご覧ください。

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  
■  
■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

い
た
だ
き
ま
す
！
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白
鷹
町
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
通
信

Vol.  

 

 

 

〝
ま
も
な
く

新
年
度
募
集
開
始
!!
〟

新
年
度
入
会
募
集
開
始
に
先
駆

け
各
教
室
の
無
料
体
験
を
開
始
！

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

☆
社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

▼
毎
週
木
曜

▼
午
後
６
時
30
分

～
９
時
30
分

▼
場
所

中
央
公
民
館
等

▼
対
象

大
人

☆
け
ん
こ
う
塾

▼
第
１
・
３
・
５
火
曜

３
Ｂ
体
操

第
２
・
４
火
曜

ス
ト
レ
ッ
チ
等

▼
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▼
場
所

中
央
公
民
館

▼
対
象

大
人
、
シ
ニ
ア

☆
走
り
っ
か
ク
ラ
ブ

▼
毎
週
月
・
水
曜

▼
午
後
６
時
30
分
～
７
時
５０
分

▼
場
所

中
央
公
民
館
等

▼
対
象

小
学
校
４
年
生
以
上

白鷹町総合型地域ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ

ゆめスポしらたか

「 ＊
ロ ッ ク

」会長 岡田 明

白鷹町武道館内  
-    

-     
ホームページ  
「ゆめスポ

しらたか」

で検索。または、

☆
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ

▼
第
１
・
３
水
曜

サ
ッ
カ
ー

第
２
・
４
水
曜
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

▼
午
後
７
時
30
分
～
９
時

▼
場
所

白
鷹
中
体

▼
対
象

幼
児
～

☆
キ
ッ
ズ
・
な
で
し
こ

サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル

▼
毎
週
月
曜

▼
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

▼
場
所

白
鷹
中
体

▼
対
象

幼
児
～

☆
ヨ
ガ
＆
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室

▼
第
２
・
４
月
曜

▼
午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

▼
場
所

東
陽
ホ
ー
ル

▼
対
象

ど
な
た
で
も

▼
い
つ

２
月
27
日(

月)

「リ
フ
レ
ッ
シ
ュパ
ワ
ー
ヨ
ガ
」

▼
い
つ

３
月
６
日(

月)

「リ
ン
パ
デ
ト
ッ
ク
ス
ヨ
ガ
」

▼
い
つ

３
月
13
日(

月)

「ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
」

vol.

89

［TEL］  85-9071    　［FAX］  85- 9072
［E-mail］  shirataka@ayu-m.jp
［URL］  http://www.ayu-m.jp/

平成29年３月までの休館日
2/13（月）・20（月）・27（月）
3/6（月）・13（月）・21（火）・27（月）

開館時間

あゆーむ

午前９時～午後５時 ※夜間のご予約がある
場合は午後１０時まで（ギャラリーを除く）。

● 

第
36
回

▼
い

　つ

　2
月
26
日（
日
）

　
　
　
　
　午
後
1
時
30
分
よ
り

▼
ど
こ
で

　ホ
ー
ル

▼
会

　費

　5
0
0
円

　
　
　
　

  

（
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
き
）

▼
定

　員

　80
人

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

▼
申
し
込
み

　あ
ゆ
ー
む
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

● 

第
5
回  

　
そ
ば
猪
口
ア
ー
ト
公
募
展

〈
同
時
開
催
〉

▲第5回そば猪口アート公募展
　大賞   阿波夏紀《prism、blink》

▼
い

　つ

　
　通
年
（
月
2
回
）

▼
参
加
料

　
　1
5
0
0
円
／
月

▼
募
集
期
間

　定
員
（
約
10
名
）
に

　達
し
次
第
締
切
。

▼
申
し
込
み

　あ
ゆ
ー
む
ま
で

▼
対
象
学
年

　小
学
2
〜
6
年
生

　ア
ー
ト
キ
ッ
ズ
団
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
造
形
活
動
を
通
し
て
造
る

楽
し
さ
や
歓
び
を
体
験
し
、
創
造

性
を
豊
か
に
し
、
ま
た
仲
間
と
の 

連
携
や
友
情
を
育
む
こ
と
を
ね
ら

い
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
見

学
・
途
中
入
団
も
随
時
受
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
い

　つ

　3
月
1
日
（
水
） 

〜

　3
月
20
日
（
月
・
祝
）

　午
前
9
時
〜
午
後
5
時

▼
ど
こ
で

　ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
休
館
日

　月
曜
日
（
月
曜
日
が

　祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

▼
観
覧
料

　一
般
個
人
2
0
0
円  

　
　
　
　
　高
校
生
以
下
無
料

（
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
展
と
共
通
）

▼
主

　催

　白
鷹
町
文
化
交
流
セ

　ン
タ
ー
、
そ
ば
猪
口
ア
ー
ト
展

　実
行
委
員
会
、
安
曇
野
髙
橋
節

　郎
記
念
美
術
館

▼
協

　力

　瀬
戸
市
新
世
紀
工
芸

　館
、
公
益
財
団
法
人
瀬
戸
市
文

　化
振
興
財
団

 

　長
野
県
安
曇
野
市
の
「
髙
橋
節

郎
記
念
美
術
館
」
が
国
際
的
に
公

募
を
し
た
、
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の

●
第
２
回 

山
形
藝
術
界
隈
展

ア
ー
ト
（
そ
ば
猪
口
）
の
秀
作
を

展
示
す
る
巡
回
展
で
す
。
2
8
7

点
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
、
入
選

作
1
3
4
点
を
展
示
し
ま
す
。

山
形
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
展
vol.8

▼
主

　催

　白
鷹
町
文
化
交
流
セ

　ン
タ
ー

　絵
画
・
音
楽
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

等
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
活
動
で
既
存

の
枠
組
み
に
捕
わ
れ
な
い
新
た
な

作
品
制
作･

発
表
の
あ
り
方
を
模

索
す
る
。  

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、大
槌

秀
樹
、後
藤
拓
朗
、白
丸
た
く
ト
、

久
松
知
子
に
よ
る
展
覧
会
で
す
。
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お く や み

１月１日 １月31日 

方

ご結婚おめでとう

♥

 住 所　　   　氏　名      年齢

十　王　  松　野　照　子　 92
荒砥乙　  髙　橋　二　夫　 85
黒　鴨　  江　口　朝　吉　 80
山　口　  石　川　よ　し　101
十　王　  小　林　　豊 　　41
浅　立  　鈴　木　甚五郎　 92
畔　藤　  佐　藤　俊　雄 　93
山　口　  中　川　巳之助 　82
鮎　貝　  伊　藤　茂　夫 　81
荒砥甲　  佐　藤　哲　夫 　85
荒砥乙　  佐　竹　し　ん 　96
萩　野　  海老名　重　　　 93
高　玉　  金　田　さたゑ 　91
横田尻　  鈴　木　康　喜 　96
深　山　  皆　川　はる子 　93
滝　野　  菊　地　き　よ　100
十　王　  　平　　せ　よ 　97
佐野原　  五十嵐　とめ子 　78
滝　野　  齋　藤　よし子 　95
深　山　  青　木　隆　樹 　84
高　玉　  赤　木　正　一 　95
鮎　貝　  吉　川　栄　子 　62
箕和田　  黒　澤　　勝　 　79
高　玉　  本　木　善　助 　79
山　口　  鈴　木　　　ん 　88

こんにちは赤ちゃん

受

の 　 受

の の

　　 氏　名　　　　　 住 所

金　子　大　樹　 　荒砥甲
荒　井　葉　月 　　山形市

住 所 父母の名 子の名

荒砥甲 大木 覚 咲
さ

　陽
や

陽子

山　口 丹野 貴文 充
みつ

　貴
き

茜

鮎　貝 梅津 卓也 京
きょう

　笑
えい

香織

十　王 原田 明 圭
けい

志穂

十　王 川合 拓敏 冬
とう

　馬
ま

るみ

高　岡 髙橋 功 希
の

　蒼
あ

未来

荒砥乙 鈴木 伸吾 理
り

　子
こ

彩

受

の

の の

山
形
県
市
町
村
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

特
選
・
入
選
２
席

　

今
年
度
の
山
形
県
市
町
村
広
報
コ

ン
ク
ー
ル
の
審
査
会
が
１
月
25
日
に
開

か
れ
、「
広
報
し
ら
た
か
」
５
月
号
の
表

紙
が
一
枚
写
真
の
部
で
特
選
を
受
賞
。

ま
た
、「
広
報
し
ら
た
か
」
８
月
号
に
掲

載
の
組
み
写
真
が
入
選
２
席
を
受
賞
し

ま
し
た
。
な
お
、
特
選
を
受
賞
し
た
作

品
は
、
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
に
推
薦

さ
れ
ま
す
。

　

毎
月
、
町
の
す
て
き
な
話
題
を
提
供

い
た
だ
き
、
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
皆
様

と
町
と
を
つ
な
ぎ
、
親
し
み
を
持
っ
て

読
ん
で
い
た
だ
け
る
情
報
誌
を
目
指
し

て
が
ん
ば
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と

も
「
広
報
し
ら
た
か
」
を
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

の

　無病息災・五穀豊穣を祈り、町内各地で

行われる小正月の行事ヤハハエロ（さいと

う焼き）。菖蒲地区では、縄でつくったブ

ランコのような腰かけが斎塔に取り付けら

れ、十五の大将（15 歳の子ども）が乗り、

綱を使って大人たちが火を点けるのを防ぐ

という非常に珍しい風習があります。

　約 15 分の攻防の末にとうとう斎塔に火

が点き、燃え上がる炎が冬の夜空を焦がし

ました。
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広
報
し
ら
た
か

の

〒
9
9
2
-
0
8
9
2
 
山
形
県
西
置
賜
郡
白
鷹
町
大
字
荒
砥
甲
8
3
3
　
 
 
 
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
 
:
 
http://www.town.shirataka.lg.jp 

　
☎
0
2
3
8
(
8
5
)
2
1
1
1
 
 
[
F
A
X
]
0
2
3
8
(
8
5
)
2
1
2
8
　
　
　
　
　
　
　
 
 
E-mail:kikaku@so.town.shirataka.yamagata.jp  

白
鷹
町

策
課

旬の“うまい”を

菜 発見
さいはっけん

（ ４人分）

………400
…… さ ２
…… さ ２

が つ 、

の の い 。

の で のでき 、

さ の で 。

　 …………
　 ……………

★広報しらたかは再生紙を使用しています。

ひとこと

アドバイス！

てい い 人

さ （ 町）

月の

 さ

　

町
で
は
こ
の
た
び
、
昨
年
11
月
に
完

成
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ
ン
グ
「
お
ど

る
！
シ
ラ
タ
カ
・
レ
ッ
ド
」
の
Ｃ
Ｄ
を

１
０
０
０
枚
作
成
し
ま
し
た
。
Ｃ
Ｄ
に

は
、
フ
ル
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
ほ
か
に
カ
ラ

オ
ケ
と
シ
ョ
ー
ト
バ
ー
ジ
ョ
ン
も
収
録

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｃ
Ｄ
は
、
皆
さ
ん
に
た
く
さ
ん
聴
い

て
歌
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
無
料
配

布
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
左
記
の
場

所
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

★広報しらたかは再生紙を使用しています。
「おどる！シラタカ・レッド」 がCD

になりました！

　

シ
ラ
タ
カ
・
レ
ッ
ド
を
歌
っ
て
踊
っ
て
、

白
鷹
町
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●
配
布
開
始　

２
月
15
日
（
水
）
～

※
な
く
な
り
次
第
終
了
で
す
。

●
設
置
場
所　

各
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も

園
、
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

白
鷹
町
役
場
企
画
政
策
課
、
白

鷹
町
立
図
書
館
、
白
鷹
町
文
化

交
流
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ
ー
む

【
問
い
合
わ
せ
】

企
画
政
策
課
企
画
調
整
係 

☎
85

－

６
１
２
３

「おどる！シラタカ「おどる！シラタカ「おどる！シラタカ「おどる！シラタカ

イラストは

青木実さんが

  デザイン！

り方

 の に き、 り

   。

 が ので、 の で

   て 。

（ ） 、

　 。

 、さ がいて に 。

 できあがり。
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